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十
一
月
十
九
日
（
火
）、マ
ー
キ
ュ

リ
ー
ホ
テ
ル
を
会
場
に
「
四
〇
周
年

記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
、
群
馬
県
・

群
馬
県
産
業
支
援
機
構
・
各
経
済
団

体
な
ど
多
数
の
後
援
を
得
て
開
催
。

雇
用
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
同
社
が

挑
戦
す
る
人
間
尊
重
の
経
営
を
忌
憚

な
く
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で

は
、「
一
人
ひ
と
り
が
や
り
が
い
の

持
て
る
会
社
を
つ
く
る
に
は
？
」
を

テ
ー
マ
に
意
見
交
換
。
社
員
教
育
の

仕
組
み
、
朝
礼
や
会
議
の
あ
り
方
、

高
収
益
構
造
の
秘
訣
な
ど
を
参
加
者

そ
れ
ぞ
れ
が
交
流
し
、
明
日
へ
の
確

か
な
ヒ
ン
ト
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　

第
三
部
・
記
念
祝
賀
会
（
交
流
会
）

に
お
い
て
も
、
一
〇
〇
名
を
超
え
る

参
加
者
が
結
集
。
支
部
を
越
え
、
世

代
を
越
え
て
四
〇
周
年
の
夜
を
祝
い

ま
し
た
。
歴
史
の
重
み
、
会
場
全
体

を
包
み
込
む
熱
気
を
肌
で
感
じ
た
会

員
一
人
ひ
と
り
が
、
群
馬
同
友
会
の

次
の
十
年
を
牽
引
し
て
行
く
こ
と
で

し
ょ
う
！

（
詳
細
は
来
春
発
行
の
四
〇
周
年
記

念
誌
に
て
紹
介
し
ま
す
）

記
念
事
業
と
な
り

ま
し
た
。

　

第
一
部
・
記
念

式
典
で
は
、
来
賓

を
代
表
し
て
群
馬

県
産
業
経
済
部

長
・
高
橋
厚
様（
群

馬
県
知
事
代
理
）、

同
友
会
特
別
会
員

で
も
あ
る
前
橋
市

長
・
山
本
龍
様
、

中
同
協
副
会
長
・

国
吉
昌
晴
様
よ
り

ご
祝
辞
を
い
た
だ

い
た
ほ
か
、
群
馬

県
産
業
支
援
機

構
・
三
澤
益
巳
様
、

高
崎
経
済
大
学
地

域
政
策
学
部
・
河

藤
佳
彦
様
、
群
馬

県
商
工
会
議
所
連

会
の
内
外
か
ら
総
勢
二
五
〇
名
を
超

え
る
参
加
者
が
集
い
「
人
×
ひ
と
＝

∞
無
限
の
可
能
性
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
、
群
馬
同
友
会
の
創
立
四
〇

周
年
を
盛
大
に
祝
う
、
熱
気
溢
れ
る

合
会
・
荒
井
道
明
様
、
群
馬
県
商
工

会
連
合
会
・
金
居
成
治
様
、
群
馬
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
・
中
山
正
司

様
に
も
ご
臨
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
群
馬
同
友
会
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
功
労
者
の
表
彰
と
し

て
、
三
〇
周
年
以
降
の
代
表
理
事
経

験
者
三
名
（
小
井
土
靖
氏
・
宮
崎
精

一
氏
・
古
郡
登
氏
）
に
感
謝
状
と
記

念
品
を
贈
呈
。
ま
た
、
三
〇
年
以
上

在
籍
会
員
三
名
（
橋
本
勝
氏
・
阿
部

稔
氏
・
広
田
誠
四
郎
氏
）、
三
〇
年

以
上
在
籍
企
業
三
社
（
㈱
中
島
・
陽

光
自
動
車
㈲
・
上
武
印
刷
㈱
）
に
、

そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
部
・
記
念
講
演
の
講
師
に
は
、

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
日
本
で
い
ち
ば
ん

大
切
に
し
た
い
会
社
」（
坂
本
光
司

氏
著
）
に
も
紹
介
さ
れ
る
、
㈱
沖
縄

教
育
出
版
、会
長
・
川
畑
保
夫
氏
（
沖

縄
同
友
会
）
を
迎
え
、「
全
員
主
役

の
感
動
創
造
経
営
！
〜
一
人
ひ
と
り

の
命
が
輝
く
会
社
づ
く
り
〜
」
と
題

し
、
感
動
が
巻
き
起
こ
る
朝
礼
、
全

員
参
画
の
委
員
会
活
動
、
障
が
い
者

ー
40
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
二
五
〇
名
ー

群
馬
同
友
会
創
立
40
周
年
を
祝
う
！

群
馬
同
友
会
創
立
40
周
年
を
祝
う
！
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十
月
二
十
六
日
（
土
）、
伊
香
保

温
泉
・
ひ
び
き
野
を
会
場
に
「
埼
玉

同
友
会
浦
和
地
区
と
の
合
同
例
会
」

が
一
泊
で
開
催
さ
れ
、
総
勢
五
〇
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
「
前
し
か
見
な
い
経
営
」

と
題
し
て
、
㈱
群
馬
サ
イ
ク
ル
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
会
長
の
石
田
勝
弥

埼
玉
・
群
馬
合
同
例
会

県
を
越
え
て
の
学
び
と
交
流
！

も
理
想
を
追
い
か
け
、
自
分
を
磨
き

続
け
た
い
」
と
ま
と
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
明
快
で
力
強
く
、

た
め
に
な
る
報
告
で
、
が
ん
ば
ろ
う

と
い
う
気
持
ち
が
沸
き
上
が
っ
て
き

ま
し
た
」「
当
た
り
前
の
こ
と
を
逃

げ
ず
、
諦
め
ず
、
少
し
ず
つ
で
も
確

実
に
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
と
再
確

認
し
た
」「
他
県
の
方
と
の
交
流
は

新
鮮
で
楽
し
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
入
浴
休
憩
を
挟
ん
で
懇

親
会
を
開
催
。
県
を
越
え
て
の
交
流

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
深
夜
ま
で

続
き
ま
し
た
。

自
動
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
で

の
セ
ー
ル
ス
、
三
十
一

歳
で
オ
ー
ト
企
画
パ
ッ

ク
ア
ー
ル
を
設
立
、
そ

し
て
二
〇
〇
二
年
に
財

団
法
人
と
し
て
日
本
で

初
め
て
民
事
再
生
法
適

用
を
申
請
し
た
群
馬
サ

イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
引
継
企
業
認
定

と
、
こ
れ
ま
で
の
生
き

様
を
包
み
隠
さ
ず
報
告

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
政
策
委
員
長

を
つ
と
め
る
立
場
か
ら

「
中
小
企
業
振
興
基
本

条
例
」の
制
定
運
動
と
、

そ
の
必
要
性
に
つ
い
て

も
熱
く
語
り
、「
今
後

「水なし印刷」をお薦めします
「水なし印刷」は、有害な廃液を含む湿し水を一切使用せず

現像工程の現像液使用量・廃液量も大幅減、またCO2排出量も削減します。

環境への負荷が格段に少ない印刷システムです。

私たちは、これからも環境に、お客様にやさしい企業を目指します。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。

そ
れ
は

未
来
の
地
球
の
た
め
に
、

そ
し
て
お
客
様
に
も
、

や
さ
し
い
企
業
で
あ
る
こ
と
。

おかげさまで45周年 これからもお客様の信頼を糧に45th
ANNIVERSARY

氏
（
渋
川
吾
妻
支
部
所
属
）
が
報
告

し
ま
し
た
。

　

石
田
氏
は
冒
頭
、「
過
去
に
は
戻

り
た
く
て
も
戻
れ
な
い
。
だ
か
ら

前
し
か
見
る
な
、
過
去
に
逃
げ
る

な
」
と
、
常
に
自
分
に
言
い
聞
か
せ

な
が
ら
今
日
ま
で
歩
ん
で
き
た
こ
と

を
紹
介
。
や
ん
ち
ゃ
な
学
生
時
代
、
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十
月
十
日
、
神
奈
川
同
友
会
の
障

が
い
者
委
員
長
で
㈱
バ
ニ
ー
フ
ー
ズ

社
長
の
高
橋
良
治
氏
、
な
ら
び
に
同

社
社
員
で
自
ら
も
障
が
い
を
抱
え
る

富
田
氏
を
招
き
、
高
崎
支
部
特
別
例

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
障
が
い
者
支
援
施
設
等
に

も
参
加
を
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
各

方
面
か
ら
十
数
名
の
方
々
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

一
九
八
三
年
に
鎌
倉
で
創
業
し
た

高
橋
氏
は
、
し
ば
ら
く
し
て
人
材
不

足
か
ら
知
的
障
が
い
の
男
性
を
雇
用

し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
失
敗
を
繰
り
返

し
、
店
長
に
怒
ら
れ
る
姿
を
見
て
い

た
高
橋
氏
の
母
親
に
「
障
が
い
者
を

雇
用
す
る
と
結
局
は
損
を
す
る
」
と

言
わ
れ
た
こ
と
が
ト
ラ
ウ
マ
と
な

り
、
そ
の
社
員
が
辞
め
た
後
は
二
度

と
雇
用
し
な
い
と
心
に
決
め
ま
し

た
。「
今
で
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、

障
が
い
者
に
対
す
る
周
り
の
見
方
は

そ
う
だ
っ
た
」
と
当
時
を
振
り
返
り

ま
す
。

　

そ
の
考
え
を
改
め
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
が
、
同
友
会
で
障
が
い
者

を
雇
用
す
る
経
営
者
の
話
を
聞
い
た

こ
と
で
し
た
。
感
動
し
て
自
分
も
行

し
、
二
〇
一
〇
年
に
は
障
害
者
就
労

支
援
事
業
所
を
作
り
、
今
で
は
三
〇

人
ほ
ど
が
一
緒
に
働
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

会
社
の
雰
囲
気
が
変
わ
り
、
社
員

が
仲
良
く
な
る
こ
と
で
、
お
客
様
に

ま
で
影
響
し
、
業
績
ま
で
も
上
が
っ

て
い
っ
た
の
で
し
た
。

　

続
い
て
同
社
の
富
田
氏
が
報
告
。

　

一
見
健
常
者
と
変
わ
ら
な
い
富
田

氏
で
し
た
が
、
抱
え
る
障
が
い
に
つ

い
て
や
、余
命
宣
告
を
受
け
た
こ
と
、

そ
し
て
一
つ
ず
つ
仕
事
を
覚
え
、
信

頼
関
係
を
築
く
こ
と
で
、
障
が
い
者

と
し
て
感
じ
て
い
た
社
員
と
の
カ

ベ
を
な
く
し
て
き
た
こ
と
な
ど
を
赤

裸
々
に
語
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
雇
用
す
る
側
に
向
け
て

　

「
中
小
企
業
の
時
代
が
や
っ
て
き

た
！
〜
群
馬
県
中
小
企
業
憲
章
で
地

域
を
活
性
化
し
よ
う
〜
」
を
テ
ー
マ

に
、
副
代
表
理
事
／
政
策
委
員
長
の

㈱
群
馬
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
、
会
長
・
石
田
勝
弥
氏
が
報
告
。

市
議
会
議
員
や
行
政
関
係
者
に
も
広

く
参
加
を
呼
び
掛
け
、
地
域
活
性
化

と
中
小
企
業
振
興
の
結
び
付
き
、
そ

の
重
要
性
を
学
び
合
い
ま
し
た
。

　

石
田
氏
は
、
経
済
・
社
会
全
体
に

伊
勢
崎
支
部
10
月
例
会

地
域
活
性
化
と
中
小
企
業
振
興

高
崎
支
部
10
月
特
別
例
会

障
が
い
者
雇
用
が
企
業
を
変
え
る
！

アルミ精密部品の切削加工メーカー

有限会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で

お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com

　

報
告
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、

「
中
小
企
業
振
興
」
を
議
題
に
、
企

業
と
行
政
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

「
障
が
い
者
に
も
良
い
と
こ
ろ
は
必

ず
あ
る
。
そ
れ
を
見
つ
け
、
伸
ば
し

て
あ
げ
る
こ
と
が
雇
う
側
の
責
任
」

と
訴
え
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
「
今
ま
で

思
っ
て
い
た
障
が
い
者
の
イ
メ
ー
ジ

が
変
わ
っ
た
」「
支
援
施
設
か
ら
の

ア
ピ
ー
ル
を
も
っ
と
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
、
前
向
き
な
意
見
が
多
く
交
わ

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

動
に
移
し
た
い
と
思
っ
て
い
た

矢
先
、
支
援
施
設
か
ら
実
習
生

受
け
入
れ
の
要
請
が
あ
り
、
雇

用
す
る
覚
悟
で
受
け
入
れ
ま
し

た
。

　

実
際
に
雇
用
し
て
み
る
と
、

一
人
ず
つ
名
前
を
呼
ん
で
挨
拶

す
る
様
子
や
、
何
に
対
し
て
も

「
は
い
！
」
と
元
気
に
返
事
を

す
る
姿
に
影
響
さ
れ
、
ギ
ス
ギ

ス
し
て
い
た
雰
囲
気
が
和
ら
い

で
い
く
な
ど
、
社
内
の
変
化
に

高
橋
氏
は
気
付
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
彼
ら
の
た
め
に
何
か

出
来
な
い
か
と
施
設
に
相
談

大
き
な
変
化
が
訪
れ
る
現
状
を
、
客

観
的
な
事
象
を
中
心
に
様
々
な
視
点

か
ら
説
明
。
そ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
た
う
え
で
、「
変
化
へ
の
対
応
は

中
小
企
業
が
絶
対
に
有
利
。〝
中
小

企
業
の
時
代
が
や
っ
て
き
た
〟
と
言

え
る
の
で
は
な
い
か
」「
企
業
数
の

99
％
以
上
を
占
め
る
中
小
企
業
は
地

域
経
済
の
主
役
。
中
小
企
業
家
で
あ

る
こ
と
に
誇
り
を
持
と
う
」
と
の
見

解
を
示
唆
し
ま
し
た
。
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十
月
二
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
沼

田
支
部
例
会
は
、先
輩
会
員
の
報
告
・

第
二
弾
と
し
て
、
元
支
部
長
で
㈱
司

鮨
社
長
の
生
方
眞
司
氏
が
、『
企
業

と
は
、変
化
対
応
業
！
〜
店
は
劇
場
、

ス
タ
ッ
フ
は
役
者
！
い
か
に
感
動
を

与
え
続
け
る
か
〜
』
と
題
し
て
今
日

ま
で
の
経
営
体
験
を
語
り
ま
し
た
。

　

一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
創

業
以
来
、
本
物
で
あ
る
こ
と
に
こ
だ

わ
り
続
け
な
が
ら
、
時
代
の
変
化
を

先
取
り
し
た
店
づ
く
り
味
づ
く
り
を

重
ね
て
き
た
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
お
客
様
や
社
員

と
の
具
体
的
な
接
し
方
が
と
て
も
参

考
に
な
っ
た
」「
仕
事
に
掛
け
る
情

熱
が
ヒ
シ
ヒ
シ
と
伝
わ
っ
て
き
た
。

生
方
さ
ん
の
例
え
話
は
、
い
つ
も
な

沼
田
支
部
10
月
例
会

本
物
に
こ
だ
わ
り
つ
つ
、
時
代
を
先
取
り

が
ら
非
常
に
わ
か
り
や
す
く
て
た
め

に
な
る
し
、
お
も
し
ろ
い
！
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

高品質・高機能塗装  (有)クチキテック

節電の切り札は遮熱節電の切り札は遮熱節電の切り札は遮熱節電の切り札は遮熱
遮熱塗装によりエアコンの設定温度を２℃

上げると、10％の節電が可能です。遮熱塗

装（又は、白で塗る）で、室温28℃に設定

可能となります。同友会企業様特別割引、

1200円／㎡～驚きの低価格にて承ります。

ご相談ください。

〒378-0015  沼田市戸鹿野町324－3

携帯 090-4911-8900

TEL 0278（22）0691

FAX 0278（22）0696

E-mail：kuchikitec@yahoo.co.jp　URL：http://www.kuchikitec.jp  クチキテックで検索

代表取締役  朽木　康
こうくち き

部品加工の

ホームページで仕事の受注が出来ました。

　　　好評「部品加工のマテハン」

URL:http://www.kk-matehan.co.jp/
E-mail:mth@kk-matehan.co.jp

株式会社

同 友 会 の 製 造 業 と 連 携 し て

北関東機械加工センターを目指します。

従業員数　22名

代表取締役　　山　　淳

群馬県太田市矢田堀町351-6

TEL　0276（37）4571
FAX　0276（37）4562

　

桐
生
市
に
て
訪
問
看
護
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
事
業
を
展
開
す
る

㈲
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
︲
Ｌ
Ｏ
、代
表
取
締
役
・

雅
樂
川
陽
子
氏
を
講
師
に
招
き
、「
人

が
キ
ラ
キ
ラ
す
る
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
す
す
め
〜
働
き
や
す
い

職
場
環
境
で
業
績
も
Ｕ
Ｐ
！
〜
」
と

題
し
、
女
性
社
長
な
ら
で
は
の
キ
メ

細
や
か
な
経
営
実
践
を
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

第
四
回
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
大
賞
」
優
秀
賞
な
ど
を
受
賞

す
る
同
社
は
、
ス
タ
ッ
フ
二
名
が
同

時
妊
娠
し
た
こ
と
を
キ
ッ
カ
ケ
に
、

就
業
規
則
を
は
じ
め
と
す
る
職
場
環

境
の
整
備
を
開
始
。
そ
う
し
た
取
り

組
み
を
積
極
的
に
行
う
理
由
と
し

て
、「
介
護
業
界
は
慢
性
的
な
人
手

不
足
。
優
秀
な
人
材
を
集
め
る
経
営

戦
力
の
一
つ
で
あ
る
」
と
の
考
え
を

説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
無
闇
矢

鱈
に
休
暇
制
度
を
利
用
し
や
す
く
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
経
営
者
と

し
て
利
益
計
算
は
徹
底
的
に
行
っ
て

い
る
」
と
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境

の
根
底
に
あ
る
、
数
値
管
理
の
重
要

性
も
合
わ
せ
て
語
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
繊

細
に
し
て
大
胆
な
経
営
。
同
姓
と
し

て
憧
れ
る
」「
社
長
の
情
熱
と
行
動

前
橋
支
部
10
月
例
会

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
す
す
め

力
、
器
の
大
き
さ
に
感
動
し
た
」
な

ど
の
感
想
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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十
月
二
十
二
日
（
火
）、
太
田
支

部
＆
太
田
青
年
部
合
同
企
画
「
会
社

見
学
例
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
見

学
先
と
な
っ
た
の
は
、
群
馬
同
友
会

の
代
表
理
事
を
務
め
る
㈱
山
岸
製
作

所
（
代
表
取
締
役
・
山
岸
良
一
氏
／

高
崎
支
部
所
属
）。
群
馬
県
優
良
企

業
表
彰
「
も
の
づ
く
り
部
門
」
大
賞
、

「
日
本
で
い
ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い

会
社
」
審
査
委
員
会
特
別
賞
な
ど
、

数
々
の
受
賞
歴
を
持
つ
同
社
の
取
り

組
み
を
見
て
・
聞
い
て
・
感
じ
る
、

学
び
多
き
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
会
挨
拶
・
社
長
挨
拶
に
続
き
、

同
社
の
社
員
四
名
が
分
担
し
て
説
明

す
る
「
製
品
の
特
徴
、
生
産
管
理
・

品
質
保
証
体
制
な
ど
の
会
社
概
要
」 

「
ヤ
マ
ギ
シ
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

を
は
じ
め
と
す
る
教
育
訓
練
の
仕
組

み
」「
見
せ
る
か
ら
魅
せ
る
に
進
化
を

遂
げ
た
５
Ｓ
活
動
の
歴
史
」「
高
井

課
長
代
理
に
よ
る
体
験
報
告
（
ダ
メ

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。
卓
越
し
た
薄

肉
切
削
加
工
の
技
術
や
５
Ｓ
の
徹

底
、
社
員
さ
ん
の
一
挙
手
一
投
足
を

筆
頭
に
、
工
場
内
の
随
所
か
ら
数
々

の
受
賞
歴
を
誇
る
所
以
が
垣
間
見
れ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

見
学
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
そ
の

興
奮
が
冷
め
や
ら
ぬ
う
ち
に
「
５
Ｓ

を
継
続
し
て
進
め
る
秘
訣
は
？
」「
各

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
選
出
方

法
は
？
」「
経
営
指
針
書
を
ど
う
社

員
に
浸
透
さ
せ
て
い
る
か
？
」
な

ど
、
多
岐
に
及
ぶ
質
問
が
投
げ
掛
け

ら
れ
、
山
岸
社
長
に
真
摯
に
答
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

た
っ
ぷ
り
三
時
間
、
至
れ
り
尽
く

せ
り
の
見
学
例
会
終
了
後
は
、
会
場

を
移
動
し
て
懇
親
会
を
開
催
。
見
学

例
会
の
感
想
を
ツ
マ
ミ
に
杯
を
交
わ

し
、
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

社
員
か
ら
リ
ー
ダ
ー

へ
）」
を
拝
聴
。
そ

れ
ぞ
れ
が
エ
ピ
ソ
ー

ド
や
感
想
を
交
え
な

が
ら
、
自
分
の
言
葉

で
語
っ
て
い
る
の
が

印
象
的
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
約
一
時

間
か
け
て
じ
っ
く
り

と
工
場
内
を
見
学
。

参
加
者
を
二
班
に
分

け
、
山
岸
社
長
と
山

岸
専
務
の
細
部
に
渡

る
説
明
を
頼
り
に
、

参
加
者
は
各
々
の
設

備
や
製
品
、
社
員
さ

ん
の
動
作
や
表
情
な

ど
に
真
剣
な
眼
差
し

関東防災工業株式会社

消防設備・電気設備のことなら

■本　　　社　〒371-0857　前橋市高井町1-29-7
　　　　　　　　　　　　   TEL（027）251-3535
■安中事務所　〒379-0126　群馬県安中市西上磯部1736

　　　　　　　　　　　　   TEL（027）385-5261
■東毛営業所　〒370-0801　群馬県太田市台之郷町732-30
　　　　　　　　　　　　   TEL（0276）46-0736

　

桐
生
支
部
所
属
の
池
末
司
法
書
士

事
務
所
、
代
表
・
池
末
晋
介
氏
が
報

告
者
を
務
め
、「
差
の
な
い
結
果
に

差
を
つ
け
る
〜
身
近
で
手
軽
な
法
律

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
〜
」を
テ
ー
マ
に
、

自
身
の
経
営
体
験
を
語
り
ま
し
た
。

　

平
成
十
七
年
に
開
業
し
た
も
の

の
、「
初
月
売
上
は
僅
か
五
万
円
」

と
い
う
厳
し
い
現
実
。
そ
の
後
、
地

道
な
営
業
努
力
が
実
を
結
び
、
経
営

が
安
定
す
る
現
在
ま
で
の
道
の
り
を

振
り
返
り
ま
し
た
。
ま
た
、
管
内
の

登
記
件
数
動
向
の
分
析
か
ら
、
同
業

者
と
の
差
別
化
が
重
要
で
あ
る
こ
と

を
説
明
。「
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
か
ら

ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
へ
（
全
て
の
司
法

書
士
業
務
を
受
け
ら
れ
る
体
制
）」

「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」

に
取
り
組
み
、「〝
差
の
な
い
結
果
に

差
を
つ
け
る
〟
の
は
、
信
頼
の
積
み

重
ね
で
し
か
な
い
」
と
、
自
身
の
ポ

リ
シ
ー
を
貫
い
て
い
く
考
え
を
示
し

ま
し
た
。

　

報
告
後
の
グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、

「
外
部
分
析
に
よ
る
戦
略
的
な
経
営
」

「
同
業
者
と
の
差
別
化
」「
他
業
種
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
」
な
ど
に
つ

い
て
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。 桐

生
支
部
10
月
例
会

差
の
な
い
結
果
に
差
を
つ
け
る

太
田
支
部
10
月
例
会

㈱
山
岸
製
作
所
を
見
学
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会員企業紹介
わが社の

㈱猿ヶ京ホテル

代表取締役　持谷 明宏 氏（沼田支部所属）

赤谷湖を望む大露天風呂、
　　　　　硫酸塩泉掛け流し

赤谷湖を望む大露天風呂、
　　　　　硫酸塩泉掛け流し
赤谷湖を望む大露天風呂、
　　　　　硫酸塩泉掛け流し

▼
持
谷
さ
ん
で
何
代
目
で
す
か
？

　

私
で
三
代
目
に
な
り
ま
す
。
目
の

前
に
見
え
る
赤
谷
湖
の
底
に
は
、
も

と
も
と
四
軒
の
旅
館
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
内
の
一
軒
だ
っ
た
「
桑
原

館
」
が
当
ホ
テ
ル
の
前
身
で
す
。
祖

父
母
が
昭
和
二
十
年
に
東
京
か
ら

引
っ
越
し
て
き
て
持
谷
家
と
し
て
旅

館
業
を
始
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
相
俣
ダ
ム
の
建
設
が
決

ま
り
、
昭
和
三
十
三
年
に
現
在
の
場

所
へ
移
転
し
ま
し
た
。
昭
和
四
十
七

年
に
木
造
か
ら
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

へ
と
建
て
か
え
、
増
改
築
を
繰
り
返

し
な
が
ら
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
金
融
機
関
に
三
年
間
勤
め
た

後
、
平
成
四
年
に
入
社
、
平
成
二
十

所在地／利根郡みなかみ町猿ヶ京温泉1171
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自
家
製
豆
腐
を
使
っ
た
豆
腐
懐
石

は
、
郷
土
色
の
あ
る
料
理
を
提
供
し

た
い
と
平
成
元
年
に
始
め
ま
し
た
。

今
で
こ
そ
地
産
地
消
が
叫
ば
れ
ま
す

が
、
も
と
も
と
利
根
沼
田
が
大
豆
の

一
大
産
地
だ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
て

い
ま
す
。
特
に
豆
腐
三
珍
、
六
珍
は

皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

大
女
将
に
よ
る
民
話
の
語
り
は
、

毎
晩
八
時
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

前
橋
か
ら
嫁
い
だ
母
が
地
元
の
お
婆

さ
ん
達
に
聞
い
た
民
話
を
書
き
留

め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
き
っ
か
け

で
、
昭
和
六
十
年
頃
か
ら
始
ま
り
、

今
で
は
当
館
の
名
物
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

▼
今
後
の
抱
負
を
一
言

　

ホ
テ
ル
と
し
て
の
特
色
を
更
に
進

化
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

同
時
に
温
泉
地
全
体
の
活

性
化
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

猿
ヶ
京
温
泉
は
現
在
、

旅
館
・
ホ
テ
ル
、
民
宿
な

ど
二
十
六
軒
あ
り
ま
す

が
、
全
体
に
温
泉
が
行
き

渡
っ
て
い
る
こ
と
も
特

徴
の
一
つ
と
思
い
ま
す
。

も
っ
と
も
っ
と
、
い
い
温

泉
だ
と
い
う
こ
と
を
広
く

Ｐ
Ｒ
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

年
に
代
表
取
締
役
に
就
任
し
ま
し
た
。

▼
入
社
当
時
の
思
い
出
は
？

　

両
親
の
体
調
が
優
れ
ず
、
遠
回
し

に
戻
っ
て
く
る
よ
う
に
仕
向
け
ら
れ

た
と
言
う
ん
で
し
ょ
う
か
（
笑
）。

そ
れ
ま
で
は
正
直
言
っ
て
、
親
も
私

も
先
々
の
こ
と
は
真
剣
に
話
し
て
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
む
し
ろ
、
帰
っ
て

き
て
か
ら
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
っ
た
感

じ
で
す
。

　

息
子
と
は
い
え
父
に
と
っ
て
は
ラ

イ
バ
ル
で
、
議
論
し
て
い
る
と
「
お

前
な
ん
か
に
負
け
る
か
！
」
と
面
と

向
か
っ
て
言
わ
れ
た
り
…
。
母
も
然

り
で
、
私
と
の
関
係
で
来
た
お
客
様

で
あ
っ
て
も
女
将
と
し
て
母
に
紹
介

し
な
い
と
怒
ら
れ
た
り
し
ま
し
た
。

今
思
え
ば
私
が
入
っ
て
か
ら
の
そ
ん

な
毎
日
が
、
逆
に
両
親
を
元
気
に
し

た
と
思
う
の
で
良
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

▼
猿
ヶ
京
ホ
テ
ル
と
言
え
ば
、
豆
腐

懐
石
、
民
話
の
語
り
、
大
露
天
風
呂

な
ど
、
い
く
つ
も
の
特
色
を
兼
ね
備

え
て
い
ま
す
が
、
イ
チ
オ
シ
は
？

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
ま

私
が
一
番
押
し
た
い
の
は
、
や
は
り

温
泉
そ
の
も
の
で
す
。

　

も
し
赤
谷
湖
の
底
に
沈
ま
な
か
っ

た
ら
、
マ
ス
コ
ミ
が
良
く
取
り
上
げ

る
よ
う
な
、
昔
な
が
ら
の
源
泉
を
守

り
続
け
る
正
統
的
な
温
泉
旅
館
と
し

て
持
て
囃
さ
れ
て
い
た
か
も
知
れ
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

源
泉
の
湯
量
は
毎
分
六
〇
〇
リ
ッ

ト
ル
と
比
較
的
豊
富
で
、
温
度
も
平

均
五
五
度
あ
り
ま
す
。
泉
質
は
カ
ル

シ
ウ
ム
・
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
硫
酸
塩
泉

で
、
高
血
圧
、
動
脈
硬
化
症
、
リ
ウ

マ
チ
性
疾
患
、
痛
風
、
創
傷
な
ど
に

効
き
ま
す
。
ま
た
、
当
館
で
も
大
浴

場
の
入
り
口
に
飲
泉
所
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
様
々
な
飲
用
の
効
能

も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

赤
谷
湖
を
見
下
ろ
せ
る
当
館
自
慢

の
広
々
と
し
た
露
天
風
呂
は
、
昭
和

四
十
五
年
に
庭
づ
く
り
に
凝
っ
て
い

た
祖
父
が
地
元
の
造
園
業
者
に
造
ら

せ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
日
本
庭

園
の
中
の
池
が
そ
の
ま
ま
露
天
風
呂

に
な
っ
た
感
じ
で
す
。
ぜ
ひ
景
色
と

い
っ
し
ょ
に
入
浴
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
せ
っ
か
く
な
の
で
「
豆
腐
懐
石
」

と
「
民
話
の
語
り
」
も
ご
紹
介
を
！
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同友会のホームページで

会員検索できます。

【６冊目著書「嫌な取引先は切ってよい」出版】

　　　　　　　　　　　　㈲中里スプリング製作所

 「日本一楽しい会社」を目標にまい進し、業界内

外で注目を集める㈲中里スプリング製作所、代表

取締役・中里良一氏（高崎支部所属）が執筆した

６冊目となる著書「嫌な取引先は切ってよい」（発

行元・KADOKAWA）が出版された。大手企業に

倣い、売上・利益拡大を追求する中小製造業が多い

中、町工場経営においては、決してそれだけが正解

ではなく、っ個性、を持つことの重要性や一般的な経

営者が持つ「欲」や「得」を放棄してこそ、得られ

る何かがあることに気付かされる一冊に仕上がって

いる。　　　　　　　　　　　［６６／７付ぐん経］

【石窯使い“機能性パン”】　　　　　　  増田煉瓦㈱

　石窯の開発、製造などを手掛けるレンガメー

カー、増田煉瓦㈱、代表取締役・増田晋一氏（前橋

支部所属）は石窯を使ったっ機能性パン、の開発、販

売に乗り出す。カロリーダウンやアレルギー対策、

嚥下（えんげ）トレーニングなどをコンセプトとした

パンを開発し、病院や福祉施設などに提供するも

の。製造拠点を整備し、来春から本格的に展開する

計画だ。同事業は今年度の県ビジネスプランコンテ

ストで最優秀プランに選ばれた。

　同社では「新たな石窯焼きファンを増やし、石窯

自体の需要増加につなげるほか、石窯を扱える職人

の育成にも取り組む」としている。

　　　　　　　　　　　　　　［６0／3６付ぐん経］

【コストダウンノウハウをインターネット上で公開】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　サラフジ㈱

　各種産業プラントの設計・製作を手掛けるサラフ

ジ㈱、専務取締役・佐藤孝志氏（前橋支部所属）はこ

のほど、長年培ってきた製缶・機械加工及び天井ク

レーンに関するコストダウンのノウハウをまとめた

「製缶・機械加工コストダウン３COM」、「クレー

ン導入コストダウン３COM」を作成、インターネッ

ト上で公開した。さまざまな装置を部品加工から一

貫生産している同社にとって、全体的な強みを他社

に理解してもらうのは難しいが、基盤技術やコスト

ダウンテクニックを公開することで、開発・設計担

当者らに興味を持ってもらい、新規顧客開拓に結び

つけるのが狙い。同様の内容をまとめたハンドブッ

クも用意しており、希望者に無料配布する。

　　　　　　　　　　　　　　［６0／3６付ぐん経］

【夢を叶えるビジネスプラン道場】

　　　　　　　　　　　　　　　フィールグッド㈱

　対話を通じた目標達成支援「コーチング」による

経営サポートを行っているフィールグッド㈱、代表

取締役・宇野紳一氏（伊勢崎支部所属）は「夢を叶え

るビジネスプラン道場」を実施している。群馬銀行

のビジネスプランコンテスト「ぐんぎんビジネスサ

ポート大賞」に応募し、好成績を収めることを目標

にしている。講座では宇野社長のコーチングと、参

加者同士の議論を通じてコンテストに応募するアイ

デアを捻出。全４回の講座を通じて、６７月６3日の応

募締め切りまでにビジネスプランを決定する予定。

　宇野社長は「コンテストへの応募だけでなく、ビ

ジネスプランを考えるきっかけになれば。途中参加

も受け入れているので、応募を考えている人はぜひ

参加してほしい」と話している。［６0／3６付ぐん経］

【農業法人ファンド活用】　　　　 ㈲農園　星ノ環

　レタスや小松菜など露地野菜を栽培する㈲農園　

星ノ環、代表取締役・星野高章氏（沼田支部所属）は

ファンドの資金を使った規模拡大に取り組む。今後

２〜３年で社員を３人以上増やすほか、育苗設備や

倉庫などを増設する。農業法人育成のための「アグ

リシードファンド」を活用し、６000万円を調達し

た。同ファンドの利用は県内の農業法人で初めて。

　㈲農園　星ノ環は延べ６0ヘクタールの農地で露地

野菜を生産、小売店などで販売している。政府が農

家の大規模化を推進する方針を打ち出しており、設

備を充実させ、将来の規模拡大に備える。

　　　　　　　　　　　　　　　［６６／１付日経］

【賃貸住宅オーナー向けセミナー】

　　　　　　　　　　　　　　㈱広田住宅センター

　㈱広田住宅センター、代表取締役・広田誠四郎

氏（高崎支部所属）は６６月６6日午後１時から同４時ま

で、賃貸住宅の経営に興味のあるオーナー向けに

「アパート満室経営セミナー」を高崎市産業創造館

で開いた。

　セミナーは、「そうか！こうすれば満室になるの

か！〜あなたの物件が60日で満室になる方法を大公

開」と題して、高崎の賃貸市場の動向やニーズ、最

新の賃貸経営の成功事例の紹介、物件の収益を高め

る最新の条件などを解説した。［６６／７付ぐん経］

【独自のARアプリで付加価値高いPR】

　　　　　　　　　　　　　　　　　リード工業㈱

　ノベルティーグッズメーカーのリード工業㈱、

代表取締役・大塚利恵子氏（高崎支部所属）はこのほ

ど、独自のARアプリ「Re２AR」を使ったサービスを

開始した。同アプリをダウンロードしたスマート

フォンやタブレット端末をかざすだけで、あらかじ

め作成しておいた動画などのデジタル情報をディス

プレー上に浮かび上がらせる技術で、既存の広告媒

体などと組み合せることで、付加価値の高いPRが

可能となる。すでに大手ドラッグストアの求人広告

向けに採用実績があるほか、同技術を使った「動く

名刺」の販売もスタート。QRコードに替わる新た

な付加価値サービスとして注目を集めそうだ。

　　　　　　　　　　　　　　［６６／７付ぐん経］

【専務取締役就任】

　南澤建設㈱、取締役営業部長・南澤浩基氏（前橋

支部所属）では、この度、「専務取締役」に就任しま

した。




